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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吊り杆の上端を折板屋根等に挿通して固定すると共に、前記吊り杆には、一方に膨出さ
せると共に、上、下端に亘って拡幅又は減幅してなる膨出溝部を形成した一枚の補強部材
を添設し、これら補強部材及び吊り杆を固着具にて固定してなる折板吊金具と、前記折板
屋根等の軒先に屋根化粧パネルを取付けるための屋根化粧パネル取付金具とを、連結材を
介して連結固定したことを特徴とする軒先構造。
【請求項２】
　請求項１において、
　補強部材に、連結材の連結固定位置を上下方向に調整可能な高さ調整孔を設けてなる軒
先構造。
【請求項３】
　請求項１又は２の何れかにおいて、
　連結材に、屋根化粧パネル取付金具の出具合を調整可能な出調整孔を設けてなる軒先構
造。
【請求項４】
　請求項１～３の何れかにおいて、
　連結材を分割し、この分割された一方の連結片と、他方の連結片とを縦横方向に移動可
能に連結してなる軒先構造。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、折板屋根等の軒先に屋根化粧パネルを取付けるための屋根化粧パネル取付金
具、及び、吊り杆の上端を折板屋根等に挿通して固定すると共に、前記吊り杆に補強部材
を添設してなる折板吊金具を備えてなる軒先構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　折板屋根等の建物では、軒樋等を直接取り付けできないため、一般には、前記折板屋根
等に軒樋吊金具を固定し、該軒樋吊金具に前記軒樋を取付ける折板吊金具が使用されてい
る。
【０００３】
　このような折板吊金具は、吊り杆の下端に軒樋を取り付ける耳保持部を備えた軒樋吊金
具を設け、前記吊り杆の上端を、折板屋根等に挿通して固定している。
【０００４】
　そのため、前記吊り杆の上端には、軒樋等の全荷重が集中荷重となってかかり、前記吊
り杆や折板屋根等に、曲げや破損等を生じる危険があるため、最近では、前記集中荷重を
分散させて、曲げや破損等を防止するための補強部材が提案されている。
【０００５】
　この補強部材は、吊り杆に貫通され、該吊り杆の上部に直交する方向に固定されてなり
、前記補強部材の上面全体が、前記折板屋根等の裏面に当接されるようにしている。
【０００６】
　そのため、前記軒樋等にかかる全荷重は、前記補強部材が当接している上面全体が折板
屋根等の裏面に分散荷重となって負荷されるため、前記吊り杆や折板屋根等に生じる曲げ
や破損等を防止できる（例えば、特許文献１参照。）。
【０００７】
　又、折板屋根等の軒先には、屋根化粧パネルを取付けるための屋根化粧パネル取付金具
が用いられる。
【０００８】
　具体的には、前記屋根化粧パネル取付金具は、屋根化粧パネルを取付けるためのパネル
受部材と、このパネル受部材を軒先に固定するための取付部材とを、ボルト、ナットなど
の連結具で構成してなり、前記取付部材を軒先に固定したうえで、この取付部材の先端に
鉛直方向に向けて固定した前記パネル受部材に、前記屋根化粧パネルを係止して、該屋根
化粧パネルを折板屋根等の軒先に取付けるのである（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開平８－２５３９８５号
【特許文献２】特開２００４－７６５３４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このように、従来の補強部材は、吊り杆や折板屋根等に生じる曲げや破損等を防止でき
る点で効果があるが、構造が複雑であるうえ、施工し難いという問題があった。
【００１０】
　具体的には、前記吊り杆の上端は、折板屋根等に挿通して固定されるが、前記補強部材
は、この作業前に予め前記吊り杆に貫通して取り付ける必要がある。
【００１１】
　一方、折板屋根等には、屋根勾配があると共に、該屋根勾配は、設置する建物等によっ
て様々であるが、前記軒樋吊金具自体は、これを水平に設置しなければならない。
【００１２】
　そのため、施工現場においては、前記軒樋吊金具自体が水平に設置されるように、前記
屋根勾配に応じて前記吊り杆を若干曲げて加工したうえで、取付けることが多い。
【００１３】
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　しかしながら、前記補強金具を備えた折板吊金具では、前記吊り杆の曲げ調節の度に一
々前記補強部材を取外して調節した後、再度吊り杆に貫通しなければならない手間が生じ
、施工し難いという問題がある。
【００１４】
　又、折板屋根等の軒先に取付けている屋根化粧パネルには、風雨等による外部からの荷
重が直接かかり、そのため、特に台風等の強風時には前記屋根化粧パネルを取付けている
屋根化粧パネル取付金具が強風等によって曲げられる危険があるため、前記屋根化粧パネ
ル取付金具の強度を高めることが要望されている。
【００１５】
　そこで、本発明者等は、折板吊金具の設置後であっても、前記吊り杆の曲げ調節を簡単
且つ確実に行うことができると共に、屋根化粧パネルを取付けている屋根化粧パネル取付
金具の強度をも高めることのできる軒先構造を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するため、
　請求項１に係る軒先構造は、吊り杆の上端を折板屋根等に挿通して固定すると共に、前
記吊り杆には、一方に膨出させると共に、上、下端に亘って拡幅又は減幅してなる膨出溝
部を形成した一枚の補強部材を添設し、これら補強部材及び吊り杆を固着具にて固定して
なる折板吊金具と、前記折板屋根等の軒先に屋根化粧パネルを取付けるための屋根化粧パ
ネル取付金具とを、連結材を介して連結固定したことを特徴とする。
【００１７】
　請求項２に係る軒先構造は、請求項１において、補強部材に、連結材の連結固定位置を
上下方向に調整可能な高さ調整孔を設けてなる。
【００１８】
　請求項３に係る軒先構造は、請求項１又は２の何れかにおいて、連結材に、屋根化粧パ
ネル取付金具の出具合を調整可能な出調整孔を設けてなる。
【００１９】
　請求項４に係る軒先構造は、請求項１～３の何れかにおいて、連結部材を分割し、この
分割された一方の連結片と、他方の連結片とを縦横方向に移動可能な構造に連結してなる
。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、次のような効果がある。
　請求項１に係る軒先構造によれば、一方に膨出させると共に、上、下端に亘って拡幅又
は減幅してなる膨出溝部を形成した一枚の補強部材を吊り杆に添設し、これら補強部材及
び吊り杆を固着具にて固定してなる折板吊金具と、屋根化粧パネル取付金具とを、連結材
を介して連結固定する構造にしている。
【００２１】
　そのため、吊り杆の曲げ調節を行った後に、前記折板吊金具の補強部材を前記吊り杆に
着脱自在にできるため、折板吊金具の施工を簡単且つ確実に行うことができる。
【００２２】
　又、前記一枚の補強部材には、上、下端に亘って拡幅又は減幅してなる膨出溝部を形成
しているため、折板吊金具の設置後においても、前記膨出溝部の拡幅又は減幅の許容範囲
内で吊り杆の曲げ調節を行うことができ、前記吊り杆の曲げ調節を簡単且つ確実に行うこ
とができる。
【００２３】
　更に、前記折板吊金具と、屋根化粧パネル取付金具とは、連結材を介して連結固定して
いるため、これら屋根化粧パネル取付金具、折板吊金具、連結材によって四角形のモノコ
ック構造が形成され、前記屋根化粧パネル取付金具に対して風雨等による外部からの荷重
が直接かかっても、該荷重を前記屋根化粧パネル取付金具だけでなく、前記連結材を介し
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て折板吊金具にも分散して負荷されるため、前記屋根化粧パネル取付金具の強度を高める
ことができ、前記屋根化粧パネル取付金具が強風等によって曲げられる危険を確実に防止
できる。
【００２４】
　請求項２に係る軒先構造によれば、補強部材に、連結材の連結固定位置を上下方向に調
整可能な高さ調整孔を設けてなるため、屋根化粧パネル取付金具の取付位置に応じて、連
結材を上下方向に移動させて、折板吊金具と屋根化粧パネル取付金具とを連結材を介して
確実に連結固定できる。
【００２５】
　請求項３に係る軒先構造によれば、連結材に、屋根化粧パネル取付金具の出具合を調整
可能な出調整孔を設けてなるため、屋根化粧パネル取付金具の取付位置に応じて、連結材
を前記屋根化粧パネル取付金具の方向（前、後方向）に移動させて、折板吊金具と屋根化
粧パネル取付金具とを連結材を介して確実に連結固定できる。
【００２６】
　請求項４に係る軒先構造によれば、連結材を分割し、この分割された一方の連結片と、
他方の連結片とを水平移動可能な構造にしてなるため、屋根化粧パネル取付金具の取付位
置に応じて、一方の連結片と、他方の連結片とを水平移動させて、折板吊金具と屋根化粧
パネル取付金具とを連結材を介して確実に連結固定できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明に係る軒先構造Ａを図面とともに説明する。
【実施例１】
【００２８】
　図１は、本発明に係る軒先構造Ａの一実施例を概略した分解斜視図であり、図２は、図
１で示した軒先構造Ａの要部を示した側面図である。
【００２９】
　この軒先構造Ａは、吊り杆１１の上端を折板屋根Ｙに挿通して固定すると共に、吊り杆
１１には、一方に膨出させると共に、上、下端に亘って拡幅又は減幅してなる膨出溝部１
２を形成した一枚の補強部材１３を添設し、これら補強部材１３及び吊り杆１１を固着具
１４にて固定してなる折板吊金具１０と、折板屋根Ｙの軒先に屋根化粧パネルＰを取付け
るための屋根化粧パネル取付金具２０とを、連結材３０を介して連結固定してなる。
【００３０】
　具体的には、折板吊金具１０の補強部材１３は、一枚の板体で形成され、この上端には
、折板屋根Ｙの裏面に当接する当接片１３ａを設けている。
【００３１】
　ここでは、補強部材１３上端の両側に、当接片１３ａ何れも一方に向けて突設したもの
を例示しているが、例えば、当接片１３ａを前、後の異なる方向に向けて各々形成したり
、或いは、補強部材１３上端の一側にのみ形成することも可能である。
【００３２】
　又、補強部材１３の両側端には、その一部を折曲させて形成した補強リブ１３ｂを形成
しており、補強部材１３の強度を高めている。
【００３３】
　なお、補強部材１３の形状は、上方から下方に向けて略狭くした略逆台形状に形成して
小型化しているが、これに限定されるものではなく、折板屋根Ｙの断面波形状等に応じて
適宜選択できる。
【００３４】
　又、補強部材１３の略中央には、一方に膨出させると共に、上、下端に亘って連通した
膨出溝部１２を形成している。
【００３５】
　この膨出溝部１２は、補強部材１３の上、下端の何れか一方から他方に向けて徐々に拡
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幅又は減幅するように形成しており、ここでは、補強部材１３の下端から上端に向けて徐
々に拡幅（補強部材１３の上端から下端に向けて徐々に減幅）するように形成したものを
例示している。
【００３６】
　この膨出溝部１２の拡幅又は減幅は、吊り杆１１の曲げ調節を行った後に、該吊り杆１
１を膨出溝部１２内に収容できる程度（吊り杆１１の曲げを許容できる程度）に形成され
ていれば良い。
【００３７】
　又、膨出溝部１２の形状は、本実施例のものに限定されず、例えば、補強部材１３の略
中央に、略半円状に一方に膨出させて形成すると共に、補強部材１３の上、下に亘って拡
幅又は減幅したものでも構わない。
【００３８】
　更に、本実施例では、補強部材１３における膨出溝部１２の上下方向に複数の取付孔を
開設して高さ調整孔１５を設けてなり、この高さ調整孔１５により、屋根化粧パネル取付
金具２０の取付位置に応じて、連結材３０を上下方向に移動させて連結固定位置を調整す
ることができ、折板吊金具１０と屋根化粧パネル取付金具２０とを連結材３０を介して確
実に連結固定できる。
【００３９】
　本実施例の吊り杆１１は、ネジ山を備えたボルト軸で形成され、補強部材１３の膨出溝
部１２適所には、内方に向けて突出させた切り起し爪１３ｃを形成し、この切り起し爪１
３ｃを吊り杆１１のネジ山に係止させるようにして、補強部材１３と吊り杆１１との係止
を確実にしている。
【００４０】
　このような切り起し爪１３ｃを形成しておけば、この切り起し爪１３ｃが吊り杆１１の
ネジ山間の谷に嵌り込み、確実に係止するため、一枚の補強部材１３がズレることなく折
板吊金具１０の施工をより確実に行うことができる。
【００４１】
　固着具１４は、補強部材１３と、吊り杆１１を確実に固着できるものであれば良く、こ
こでは、補強部材１３の下端近傍の両側に取付孔１３ｄを開設すると共に、この取付孔１
３ｄに重合可能な穴部１４ｂを設けた固定プレート１４ａと、ボルト１４ｃ、ナット１４
ｄとより構成してなり、固定プレート１４ａを吊り杆１１に接合させた後、ボルト１４ｃ
を穴部１４ｂに貫通したうえでナット１４ｄを螺着し、補強部材１３と吊り杆１１を固着
する構造のものを例示している。
【００４２】
　屋根化粧パネル取付金具２０は、屋根化粧パネルＰを取付けるためのパネル受部材２１
と、このパネル受部材２１を折板屋根Ｙに固定するための取付部材２２とを、ボルト、ナ
ットなどの連結具２３で連結してなる。
【００４３】
　パネル受部材２１は、屋根化粧パネルＰに応じて、これを取付可能な形状であれば良い
が、本実施例では、屋根化粧パネルＰの上、下折縁Ｐ１を係止するために、上下端に屋根
化粧パネルＰの上、下折縁Ｐ１を受止固定する受止折曲片２１ａを形成したアングル材を
例示している。
【００４４】
　又、パネル受部材２１の側面には、長手方向に向けて片部２１ｂを延設しており、この
片部２１ｂには、取付け高さを調節するための長孔２１ｃを形成している。
【００４５】
　更に、長孔２１ｃの長手方向に沿って、パネル受部材２１の高さ位置が識別可能な目盛
等の目印部２１ｄを形成しても良く、このような目印部２１ｄを形成することで、例えば
、施工組立状態に起立されたパネル受部材２１の高さ位置を、容易に識別でき、施工作業
を軽減できる。
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【００４６】
　取付部材２２は、折板屋根Ｙに固定可能であって、且つ、パネル受部材２１に折畳可能
な形状であれば良いが、本実施例では、一片２２ａと固定片２２ｂからなるＬ型アングル
材を例示している。
【００４７】
　固定片２２ｂには、複数の取付孔２２ｃを適所に形成しており、この取付孔２２ｃを通
じて吊り杆１１を貫通することができるが、必要ならば、他の取付孔２２ｃにボルト、ナ
ット等の固定具２２ｄを用いて、固定片２２ｂと折板屋根Ｙとを確実に固定することもで
きる。
【００４８】
　一片２２ａの軒先側には、パネル受部材２１の長孔２１ｃに重合され、且つ、連結具２
３が挿通される軸孔２２ｅを形成している。
【００４９】
　このように形成したパネル受部材２１の長孔２１ｃと、取付部材２２の軸孔２２ｅを重
合し、これに連結具２３のボルトを貫通したうえで、ナットを螺合すれば、パネル受部材
２１と取付部材２２が図例のようにＬ形状に組立てできる。
【００５０】
　なお、前記ナットを緩めれば、パネル受部材２１は連結具２３を軸中心にして回転させ
ることができ、コンパクトに折畳んで梱包できる。
【００５１】
　連結材３０は、折板吊金具１０と屋根化粧パネル取付金具２０を連結固定できる構造で
あれば良く、例えば、一枚の板材やＬ型アングルを用いることができる。
【００５２】
　本実施例では、連結材３０を分割し、この分割された一方の連結片３１と、他方の連結
片３２とを水平移動可能な構造にしてなる。
【００５３】
　具体的には、一方の連結片３１及び他方の連結片３２を各々板材でＬ形状に形成してな
り、一方の連結片３１の短辺には縦長の長孔３１ａを開設し、他方の連結片３２の短辺に
は横長の長孔３２ａを開設し、これら短辺の長孔３１ａ、３２ａ同士を重合させて、ボル
ト、ナット等の連結具３３で締め付けることで、一方の連結片３１及び他方の連結片３２
を縦横方向に移動可能に連結している。
【００５４】
　又、一方の連結片３１の長辺には長孔３１ｂを開設し、この長孔３１ｂとパネル受部材
２１の長孔２１ｃを重合させてボルト、ナット等で螺合し、一方の連結片３１とパネル受
部材２１を連結可能にしている。
【００５５】
　一方、連結材３０の他方の連結片３２の長辺には複数の取付孔を開設して屋根化粧パネ
ル取付金具２０の出具合を調整可能な出調整孔３２ｂを開設し、この出調整孔３２ｂと補
強部材１３に設けた高さ調整孔１５を重合させてボルト、ナット等の螺合具３４で螺合し
、他方の連結片３２と補強部材１３を連結可能にしている。
【００５６】
　以上のように構成した本発明に係る軒先構造Ａの施工例を以下に説明する。
【００５７】
　先ず、軒樋吊金具Ｔ等を備えた吊り杆１１の上端を、折板屋根Ｙに挿通すると共に、固
定片２２ｂの取付孔２２ｃに貫通させ、この吊り杆１１の上端部にゴムパッキン等を備え
たナット等の締着具Ｔ１を螺合して、折板屋根Ｙに吊り杆１１を取付ける。
【００５８】
　そして、折板屋根Ｙの屋根勾配に応じて、軒樋Ｔ２が水平に設置されるように、吊り杆
１１を周知手段によって若干曲げ加工を行い調節する。
【００５９】
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　次に、調節した吊り杆１１に、一枚の補強部材１３の膨出溝部１２を添設し、この吊り
杆１１を挟み込むようにして固定プレート１４ａを配置し、ボルト１４ｃを穴部１４ｂに
貫通したうえでナット１４ｄを軽く締め付けて仮止めし、最後に、仮止めした補強部材１
３を上方に押し上げて、上端に設けた当接片１３ａを、折板屋根Ｙの裏面に当接させたう
えで、ナット１４ｄを確実に締付け、補強部材１３及び吊り杆１１を固着具１４にて固定
する。
【００６０】
　一方、屋根化粧パネル取付金具２０は、屋根材Ｙに仮止めされた固定片２２を固定具２
２ｄを用いて、固定片２２ｂと屋根材Ｙとを確実に固定する。
【００６１】
　次に、パネル受部材２１を鉛直方向に向けて起立させると共に、長孔２１ｃに沿って、
パネル受部材２１の高さ位置を調整した後、連結具２３のボルト、ナットを螺合すれば、
パネル受部材２１と取付部材２２を図例のようにＬ形状に組立てした状態に固定する。
【００６２】
　次に、この組立てたパネル受部材２１の長孔２１ｃと、一方の連結片３１の長孔３１ｂ
を重合してボルト、ナット等で螺合し、一方の連結片３１とパネル受部材２１を連結する
と共に、補強部材１３に設けた高さ調整孔１５と、連結材３０の他方の連結片３２の出調
整孔３２ｂを重合してボルト、ナット等の螺合具３４で螺合し、他方の連結片３２と補強
部材１３を連結する。
【００６３】
　そして、これら一方の連結片３１及び他方の連結片３２の短辺同士を重合し、これら短
辺の長孔３１ａ、３２ａ同士を重合させて、ボルト、ナット等の連結具３３で螺合して連
結する。
【００６４】
　最後に、パネル受部材２１の取付位置を調整した後、ボルト、ナット等の螺合具３４等
を確実に締め付けてパネル受部材２１を固定し、この固定したパネル受部材２１に、屋根
化粧パネルＰの上、下折縁Ｐ１を受止め固定して、屋根の軒先に屋根化粧パネルＰを取付
けるのである。
【００６５】
　このように、本発明に係る軒先構造Ａによれば、吊り杆１１の曲げ調節を行った後に、
補強部材１３を吊り杆１１に着脱自在にできるため、折板吊金具１０の施工を簡単且つ確
実に行うことができるうえ、折板吊金具１０、屋根化粧パネル取付金具２０、連結材３０
によって四角形のモノコック構造が軒先に形成されるため、屋根化粧パネル取付金具２０
に対して風雨等による外部からの荷重が直接かかっても、該荷重を屋根化粧パネル取付金
具２０だけでなく、連結材３０を介して折板吊金具１０にも分散して負荷されるため、屋
根化粧パネル取付金具２０の強度を高めることができ、屋根化粧パネル取付金具２０が強
風等によって曲げられる危険を確実に防止できるのである。
【００６６】
　なお、図３は、本発明に係る軒先構造Ａの異なった実施例の要部を示した側面図である
。即ち、前記図１及び図２においては、複数の取付孔を開設して高さ調整孔１５及び出調
整孔３２ｂを設けた実施例を例示したが、図３に示すように、１個の長孔（スライド孔）
を開設して高さ調整孔１５及び出調整孔３２ｂを設けても良く、前者においては、断続的
に高さ及び出具合を調整することができ、後者においては、連続的に高さ及び出具合を調
整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明に係る軒先構造Ａの一実施例を概略した分解斜視図である。
【図２】図１で示した軒先構造Ａの要部を示した側面図である。
【図３】本発明に係る軒先構造Ａの異なった実施例の要部を示した側面図である。
【符号の説明】
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【００６８】
Ａ　　　軒先構造
Ｐ　　　屋根化粧パネル
Ｙ　　　折板屋根
１０　　折板吊金具
１１　　吊り杆
１２　　膨出溝部
１３　　補強部材
１４　　固着具
１５　　高さ調整孔
２０　　屋根化粧パネル取付金具
３０　　連結材
３１　　一方の連結片
３２　　他方の連結片
３２ｂ　出調整孔

【図１】 【図２】
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